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研究成果の概要：キリスト教が社会と文化の基底を形作ってきたフランスにおいて、宗教と文

学のあいだに存在した相互交渉の諸相を把握し、それを通じてキリスト教と文学の双方がどの

ように変容を遂げていったかを、それぞれの時代とジャンルに即して検討した。関係の歴史的

変遷を通時的に見通すところまでは行かなかったが、いくつかのテーマ（理神論、オリエンタ

リズム）と何人かの作家（パスカル、ロベール・シャール、ヴォルテール、ネルヴァル、ラン

ボー、カミュ、ル・クレジオ）については相当の成果を得た。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005年度 3,100,000 0 3,100,000 
2006年度 4,400,000 0 4,400,000 
2007年度 3,700,000 1,110,000 4,810,000 
2008年度 2,200,000 660,000 2,860,000 
  年度    
総 計 13,400,000 1,770,000 15,170,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・ヨーロッパ語系文学 
キーワード：(1)キリスト教 (2)フランス文学 (3)理神論 (4)パスカル (5)ロベール・シャー
ル (6)フランス演劇 (7)地下文書 (8)自由思想 
 
１．研究開始当初の背景 
 フランスの文化はキリスト教の圧倒的な
影響の下に形成されて来ただけに、文学につ
いても、キリスト教の知識なしにはその意味
と価値の理解はおぼつかない。その意味で、
文学の背景にあるキリスト教の思想と信仰
を解明する試み、また逆に、信仰がどのよう
に文学に表現されているかを分析する試み
は枚挙に暇がない。しかしながら従来の研究
は、キリスト教にしても文学にしても、それ
を自明の所与として、その前提に立って両者

の関係を静的に考察してきた。その上、フラ
ンスをはじめとする欧米の研究は、キリスト
教文化圏の内部にあるために、研究に必要な
対象に対する違和感と距離感に欠けるとこ
ろがある。本研究は、そのような背景を踏ま
えて、非キリスト教圏・非ヨーロッパ文化圏
の視点に立って、両者のダイナミックな関係
を捉えようとするものである。 
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２．研究の目的 
 本研究は、いわゆる「キリスト教文学｣―
キリスト教の信仰及び人間観の表現を目指
す文学―が、フランス文学の歴史の中でどの
ように展開してきたかを明らかにすること
を目的とはしていない。そうではなくて、キ
リスト教と文学のあいだに存在した相互交
渉―接触、浸透、協力、摩擦、反発、衝突―
の諸相を把握し、それを通じて、キリスト教
と文学の両者のあり方がどのように変容を
遂げていったかを通時的に跡づけ、最終的に
は、キリスト教とは何か、文学とは何かとい
う問いに、フランス文化という文脈に即して、
ある見通しを与えることを目指している。 
 
 
３．研究の方法 
(1) キリスト教と文学が何であるかは、最終
的には研究の結果として展望されるもので
あるが、研究の出発点においても事前の了解
が必要であり、それについても隣接分野の研
究者、そして海外の研究者の協力を得て、準
備段階から理解を深める努力をした。 
(2) その結果、本研究では、キリスト教に批
判的な思想潮流と文学も重要な主題となる
ことを確認した。抗して反キリスト教を標榜
した自由思想、理神論、そしてキリスト教と
いっても、フランスの主流であるカトリシス
ムのみならず、プロテスタンティスム、そし
てカトリック教会内の少数派（ジャンセニス
ムやキエティスム）も考察の対象として取り
上げた。また文学についても、19世紀以降の
狭義の｢文学｣に収まらない学者・文学者の文
筆活動（哲学、宗教、歴史、文学）を広く取
り上げる方針をとった。 
(3) その上で、各研究分担者は自らの担当す
る時代と領域について研究を進めた。 
(4) フランスの研究者・研究組織、とりわけ
パリ・ソルボンヌ大学、及びそれに付属する
｢17・18 世紀フランス語フランス文学研究セ
ンター｣、さらにボルドー第３大学と緊密な
連携を取り、それらの機関から専門家を招聘
し、日本側も代表者が数回フランスに赴き、
共同研究を行った。 
 
 
４．研究成果 
(1) 分担者田村教授は、博士論文『ネルヴァ
ルの詩学』で、ネルヴァルの創作におけるキ
リスト教と諸宗教混交の錯綜した関係に新
たな光を当てた。 
(2) 分担者竹内准教授は、アルベール・カミ
ュに関する博士論文で、対独協力者粛清問題
について、無神論者カミュとキリスト教作家
モーリヤックのあいだに戦わされた論争を
追跡し、正義と宗教あるいは無宗教の関係に

ついて新たな知見を提出した。 
(3) 分担者中地教授は、ランボーが「福音書」
を換骨奪胎して記した文章の意味と機能に
ついて新たな見解を打ち出し、それを国内外
の学会で発表した。 
(4) 分担者鈴木専任講師は、フランスで刊行
した博士論文で、ル・クレジオが、メキシコ
のインディオやインド洋の島々との接触を
通して、近代ヨーロッパのキリスト教文明と
いかなる距離を取るようになったその道程
を明らかにした。 
(5) 分担者畑助教は、19世紀前半の東方旅行
記の分析を通じて、ヨーロッパと接触した東
方文明（オスマン・トルコとイスラム）の変
容の諸相に新たな知見をもたらした。 
(6) 代表者塩川教授は、パスカルの時間論に
ついて、また彼の〈パンセ〉（思想とその表
現）観についての新たな知見を国内外の学会
で発表した。またロベール・シャールの理神
論がパスカルのキリスト教との厳しい対立
の中で形成されたことを明らかにした。 
(7) フランスの研究協力者３名の研究発表
をもとにした論文３本、代表者がパリ・ソル
ボンヌ大学で行った研究発表をもとにした
論文４本を研究成果報告書としてまとめた。 
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